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揖
夜
神
社
御
造
営
委
員
会 

総
務
部
長

越
野
伸
夫 

正
遷
座
祭
ま
で
十
ケ
月
有
余
と
な
り
ま
し
た
。
皆
々
様

に
は
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

此
度
の
御
遷
宮
に
お
い
て
、
総
務
部
は
全
体
の
調
整
や

取
り
ま
と
め
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
中
で
特
に
重
要

な
取
組
み
は
、
松
江
市
史
料
調
査
課
や
外
部
有
識
者
の
ご

協
力
の
も
と
に
立
ち
上
げ
た
「
神
社
調
査
委
員
会
」
と
連

携
し
て
行
っ
て
い
る
当
神
社
に
伝
わ
る
古
文
書
・
宝
物
・

棟
札
等
々
の
解
読
と
整
理
で
す
。

こ
の
調
査
活
動
に
よ
る
一
部
を
申
し
上
げ
ま
す
と
現

在
の
本
殿
は
昭
和
九
年
（1

9
3
4

年
）
に
、
ま
た
手
水
舎
は

昭
和
二
十
七
年
（1

9
5
2

年
）
に
建
替
え
ら
れ
た
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。
こ
の
取
組
み
は
、
掛
け
替
え
の
な
い
本
殿

等
々
の
建
物
の
維
持
や
貴
重
な
品
々
の
散
逸
を
防
ぎ
歴

史
的
事
実
を
明
ら
か
に
し
、
将
来
に
繋つ

な

げ
て
い
く
う
え
で

極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

さ
て
、改
め
て
御
遷
宮
を
振
返
り
ま
す
と
本
殿
の

屋
根
葺
き
替
え
を
中
核
と
し
て
、
ほ
ぼ
三
十
年
毎
に

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
昭
和
９
年
か
ら
昭
和

三
十
五
年
（1

9
6
0

年
）
の
御
遷
宮
の
間
に
は
手
水

舎
の
建
替
え
、
さ
ら
に
次
の
平
成
六
年
（1

9
9
4

年
）

の
間
に
は
随
神
門
の
屋
根
葺
き
替
え
、
さ
ら
に
此
度

の
御
遷
宮
ま
で
の
間
に
は
八
脚
門
（
中
門
）
の
屋
根

の
棟
修
繕
と
葺
き
替
え
が
行
わ
れ
た
他
、危
険
木
の

伐
採
な
ど
回
避
出
来
な
い
事
柄
へ
の
対
応
で
少
な

か
ら
ぬ
費
用
を
要
し
て
お
り
ま
す
。御
遷
宮
時
に
全

て
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、ま
た
特
に
建
物

は
劣
化
に
よ
る
修
繕
時
期
が
一
様
で
な
い
為
、次
の

三
十
年
の
間
に
も
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
の

発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

昨
今
の
世
界
情
勢
等
を
背
景
に
物
価
が
上
昇
し
、

生
活
に
大
き
な
影
響
が
出
て
い
る
中
で
申
し
訳
な

く
存
じ
ま
す
が
、
前
述
の
御
遷
宮
間
に
お
け
る
対
応

を
も
ご
理
解
賜
り
、寄
進
金
目
標
額
の
達
成
に
向
け

引
き
続
き
ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
何
卒
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

春
風
わ
た
る
四
月
十
九
日
（
金
）
に
祈
年
祭
・
福
神
祭
が
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。
祭
典
は
午
後
三
時
か
ら
行
わ
れ
、
十
五
名
の
総
代

が
参
列
し
ま
し
た
。 

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
参
拝
者
は
約
千
五
百
人
の
多
数
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
奉
賛
会
に
よ
る
福
引
抽
選
会
が
拝
殿
に
お

い
て
行
わ
れ
、
賑
わ
い
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
今
回
か
ら
遠
方
よ

り
の
参
拝
者
に
も
抽
選
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
上

位
当
選
者
が
で
る
毎
に
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
て
歓
声
が
あ
が
り
、
夕

方
七
時
に
は
、
用
意
し
た
景
品
が
ほ
ぼ
完
配
す
る
ほ
ど
の
盛
況

で
し
た
。 
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令
和
五
年
十
月
二
十
三
日
に

着
工
し
、
由
緒
碑
の
移
設
並
び

に
年
末
に
は
、
昭
和
二
十
七
年

（1
9
5
2

年
）
に
新
築
さ
れ
た
手

水
舎
に
つ
い
て
、
屋
根
の
下
地

材
を
全
部
交
換
の
う
え
銅
板
で

葺ふ

く
屋
根
工
事
を
は
じ
め
、
手

水
鉢
周
囲
の
土
間
や
手
水
舎
前

の
参
道
を
含
め
た
全
面
改
修
が

完
了
し
ま
し
た
。 

 

当
本
殿
は
、
最
も
古
い
建
築
様
式
と
い
わ
れ
る
「
大
社

造
り
」
で
屋
根
の
頂
部
に
は
箱
棟
と
呼
ば
れ
る
銅
板
で
包

ん
だ
棟
が
あ

り
、
そ
の
上
に

は
千
木
・
鰹
木

（
勝
男
木
と

も
書
く
） 

 
 

が
載
っ
て
お

り
、
両
端
に
は

鬼
板
と
い
わ

れ
る
大
き
な

棟
飾
り
が
つ

き
、
尊
く
高
い

神
威
を
体
現

し
て
い
ま
す
。 

令

和

六

年

一
月
か
ら
既

存
の
屋
根
葺

き
材
や
野
地

板
・
野の

垂
木

た

る

き

を

撤
去
の
う
え

新
し
い
も
の

に
交
換
し
、
三

月
下
旬
か
ら

軒
付

の

き

づ

け
（
本
殿

の
軒
厚
：
３２
・

4
㎝
、
向
拝

こ
う
は
い

の
軒
厚
：
２０
㎝
）
を
塗
装
、
五
月
の
連
休
明

け
に
水
切
り
銅
板
及
び
上
目
板

う

わ

め
い

た

を
取
付
け
て
屋
根
葺
き
工

事
が
開
始
さ
れ
、
七
月
末
頃
に
は
完
了
す
る
予
定
で
す
。 

 
葺
き
材
は
油
分
を
多
く
含
み
水
や
カ
ビ
に
強
い
特
徴
が

あ
る
杉
の
赤
身
部
分
を
用
い
、
こ
れ
を
厚
さ
６
mm
の
板
に

し
て
幾
重
に
も
重
ね
て
施
工
す
る
「
と
ち
葺
き
」
を
採
用

し
、
伝
統
を
継
承
し
ま
し
た
。
葺ふ

き
板
は
屋
根
の
部
位
に

応
じ
様
々
で
す
が
、
最
も
使
用
量
の
多
い
葺
き
板
は
、
長

さ
３６
㎝
で
、
さ
ら
に
表
面
を
斜
め
に
削
っ
て
あ
り
ま
す
。 

 

葺
き
板
は
全
て
「
手
割
り
」
で
、
機
械
で
挽
い
た
板
に

比
べ
板
同
士
に
適
度
な
隙
間
が
あ
る
た
め
ス
ム
ー
ズ
に
雨

水
を
流
し
、
空
気
の
層
が
で
き
て
乾
燥
も
早
い
と
い
う
利

点
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
全
て
手
作
業
で
あ
る
た
め
膨
大

な
時
間
と
労
力
を
要
し
ま
す
。
今
回
用
意
し
た
板
は
、
お

よ
そ
五
万
枚
で
す
。 

今
後
、
多
少
変
動
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
八
月
か

ら
十
月
末
の
予
定
で
箱
棟
、
鬼
板
（
３００

kg×

２
基
）
、
鰹

木
（
長
さ
：
２
m

２８
㎝
、
中
心
径
：
３０
㎝×

３
本
）
千
木

（
長
さ
：
３
m

２２
㎝
、
幅
：
２８
・
5
㎝
を
１
対×

２
基
）

の
設
置
と
板
金
工
事
が
行

わ
れ
、
十
一
月
末
に
は
本

殿
周
り
の
足
場
を
撤
去
す

る
予
定
で
す
。 

 

こ
の
他
、
二
月
初
旬
か

ら
四
月
下
旬
に
か
け
て
拝

殿
か
ら
八
脚
門
（
中
門
）
に

上
が
る
石
段
の
据
え
直
し

工
事
が
行
わ
れ
、
四
月
初

旬
に
は
鳥
居
の
右
・
木
鼻

の
歪
み
が
修
理
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
随
神
門
は
五
月
中
旬
か
ら
六
月
初
旬
に
土
間
改

修
工
事
が
行
わ
れ
、
九
月
か
ら

屋
根
改
修
工
事
に
着
手
し
十

二
月
末
に
完
工
の
予
定
で
す
。

さ
ら
に
、
拝
殿
の
屋
根
に
あ
る

鳥
ぶ
す
ま
（
棟
の
端
に
つ
い
て

い
る
円
筒
状
の
飾
り
）
の
改
修

工
事
を
行
い
、
十
二
月
初
旬
か

ら
令
和
七
年
三
月
末
の
予
定

で
、
八
脚
門
か
ら
本
殿
向
拝

こ
う
は
い

ま

で
の
腐
朽
し
た
玉
垣
の
新
設

や
本
殿
周
囲
の
板
塀
、
八
脚
門
の
両
側
の
石
垣
上
に
あ
る

板
塀
の
改
修
及
び
韓
国
伊
太
氐
神
社
と
三
穂
津
姫
神
社
の

屋
根
改
修
工
事
等
を
行
う
予
定
で
す
。 

千木 

鰹木 

鬼板 
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祭
典
部
長 

岩

谷

英

樹 
 

    

揖
夜
神
社
正
遷
座
祭
は
、
い
よ
い
よ
来
年
五
月
十
七
日

に
斎
行
さ
れ
ま
す
。
三
十
年
振
り
の
遷
宮
を
皆
様
と
共
に

盛
大
に
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。
祭
典
部
で
は
奉
納
餅
行
列

実
施
要
領
を
作
成
し
各
地
区
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

（
１
）
集
合
時
間 

地
区
別
出
発
時
間
の
15
分
前
ま
で
に 

（
２
）
集
合
場
所
（
ア
～
ウ
） 

（
３
）
出
発
時
間
（
①
～
⑬
の
番
号
順
で
15
分
間
隔
） 

 
 
 
 

最
初
に
8
：
55
先
導
露
払
い 

奉
賛
会
奉
納
餅 

（
ア
）
組
嶽
本
店
前
東
側
よ
り
中
町
交
差
点
ま
で 

 
 
 
 
 
 

④
新
中
9:

45 

⑤
西
揖
屋
10:

00 

 
 

（
イ
）
合
銀
前
北
側
よ
り
中
町
交
差
点
ま
で 

 
 
 
 
 
 

②
中
市
場
9:

15 

⑥
中
学
校
前
10:

15 

⑦
南
中
津
10:

30 

⑧
上 

分
10:

45 

 

⑨
千
鳥
町
11:

00 

⑫
五
反
田
11:

45 

 

⑬
附 

谷
12:

00 

 
 

（
ウ
）
中
灘
交
差
点
よ
り
中
町
交
差
点
ま
で 

 
 
 
 
 
 

①
東
市
場
9:

00 

③
西
市
場
9:

30 

 

⑩
崎 

田
11:

15 

⑪
平 

賀
11:

30 

 
 
 
 

※
最
後
に
特
別
参
加
：
阿
太
加
夜
神
社
総
代
会 

 

（
４
）
行
列
厳
守
事
項 

①
行
列
は
各
地
区
と
も
陸
船
を
使
用
し
、
自
動
車
の
使
用

は
禁
止
し
ま
す
。
但
し
陸
船
が
無
い
地
区
は
、
リ
ヤ
カ

ー
・
青
竹
等
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

②
行
列
参
加
者
は
白
足
袋
（
シ
ュ
ー
ズ
・
草
履
）・
白
ズ
ボ

ン
・
法
被
等
地
区
で
統
一
し
て
く
だ
さ
い
。 

③
行
列
で
は
各
地
区
と
の
間
隔
を
５
ｍ
と
し
ま
す
。 

④
行
列
で
は
、
俵
餅
は
子
供
が
背
負
い
、
大
餅
は
青
竹
に

つ
る
し
大
人
が
担
ぎ
ま
す
。 

⑤
神
社
前
に
到
着
し
た
地
区
は
、
神
職
の
お
祓
い
を
受
け

速
や
か
に
奉
納
餅
の
搬
入
を
行
い
帰
路
に
つ
き
ま
す
。 

⑥
陸
船
で
地
区
内
を
巡
回
す
る
場
合
は
、
行
列
責
任
者
が

指
揮
を
執
り
通
行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。 

 
（
５
）
奉
納
餅
等
に
つ
い
て 

①
各
地
区
の
奉
納
餅
行
列
（
陸
船
等
）
が
神
社
前
に
到
着

し
た
ら
、
大
餅
１
個
・
中
餅
２
個
・
俵
餅
１３
個
（
う
ち

３
個
は
持
ち
帰
り
用
）
と
も
境
内
の
撒
餅

さ
ん
ぺ
い

台
に
進
み
係

員
に
渡
し
て
速
や
か
に
帰
路
に
つ
き
ま
す
。
ま
た
、
持

ち
帰
り
用
俵
餅
以
外
の
餅
を
積
ん
で
参
加
す
る
地
区
は

神
社
前
で
お
祓
い
を
受
け
持
ち
帰
り
ま
す
。 

②
・
持
ち
帰
り
用
俵
餅
（
３
個
）
と
空
俵
10
俵
の
担
当
者

を
決
め
て
お
き
、
餅
撒
き
終
了
後
に
持
ち
帰
る 

 

・
奉
納
餅
は
各
地
区
で
調
達
す
る
（
一
律
５
万
円
助
成
） 

 

・
行
列
参
加
地
区
へ
謝
礼
一
万
円
・
御
神
酒
二
本
交
付 

 
 

と
参
加
児
童
に
祝
い
金
一
人
当
た
り
500
円
を
支
給 

 

・
奉
納
餅
用
俵
は
、
祭
典
部
が
調
達
し
各
地
区
へ
支
給 

③
各
地
区
の
奉
納
餅
準
備
に
つ
い
て 

‣

俵
餅…

13
俵
（
う
ち
３
俵
は
持
ち
帰
り
） 

一
つ
の
俵
に
、
も
ち
米
一
升
か
ら
９０
個
の
小
餅
を
作
り

３
個
ず
つ
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
た
も
の
を
詰
め
る
。 

‣

大
餅
１
個
（
直
径
８０
㎝
）
中
餅
２
個
（
直
径
４０
㎝
） 

 

・
５
升
の
も
ち
米
で
大
餅
１
個…

赤
字
で
横
に
奉
納
・

黒
字
で
縦
に
地
区
名
を
記
入
す
る 

・
５
升
の
も
ち
米
で
中
餅
２
個…

黒
字
で
縦
に
地
区
名 

 

④
奉
納
餅
の
担
ぎ
方
は
、
奉
納
餅
行
列
実
施
要
領
を
参
照 

 

（
６
）
餅
撒
き
と
抽
選
会
に
つ
い
て 

①
餅
撒
き 

開
始
時
間 

午
後
３
時
よ
り 

・
場
所…

撒
餅

さ
ん
ぺ
い

台
（
船
庫
前
）
と
神
幸
丸
（
拝
殿
左
横
）

の
２
カ
所
か
ら
合
計3

000

袋
の
餅
を
撒ま

き
ま
す
。 

②
抽
選
会
は
、
餅
撒
き
終
了
後
に
行
い
大
餅
・
中
餅
・
小

餅
・
お
菓
子
セ
ッ
ト
を
当
選
者
に
配
布
し
ま
す
。 

‣

抽
選
券
は
、
事
前
に
各
地
区
に
配
布
し
ま
す
の
で
、
半

券
を
当
日
８
時
よ
り
１
４
時
ま
で
に
社
務
所
前
抽
選
箱

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

・
大
餅
１
個
＋
お
菓
子
セ
ッ
ト…

１
４
本 

・
中
餅
１
個
＋
お
菓
子
セ
ッ
ト…

３
１
本 

・
小
餅30

袋
＋
お
菓
子
セ
ッ
ト…

 

５
本 

・
小
餅15

袋
＋
お
菓
子
セ
ッ
ト…

５
０
本 

 

（
７
）
交
通
規
制
（
歩
行
者
専
用
道
路
） 

①
時 

間…

午
前
８
時
３
０
分
よ
り
午
後
４
時
ま
で 

②
場 

所…

各
地
区
の
集
合
場
所
か
ら
宮
前
団
地
入
口
ま
で 

 

※
詳
細
は
、
実
施
要
領
で
確
認
く
だ
さ
い 

奉 

納 

餅 

行 

列 
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拝殿にある 川島徳次郎寄贈の扁額「真心」 

御
本
殿
屋
根
見
学
会
の
ご
案
内 

 

  
川
島
徳
次
郎
氏
は
、
戦
前
の
出
雲
地
方

を
代
表
す
る
大
工
棟
梁
・
木
匠
家
で
、
現

在
の
揖
夜
神
社
本
殿
・
拝
殿
の
設
計
に
携

わ
っ
た
人
で
す
。 

徳
次
郎
氏
は
、
明
治
四
年
（187

1

）
に

井
上
宮
司
の
分
家
筋
で
あ
る
士
族
井
上
志

津
賀
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
の
ち
に
川

島
家
の
養
子
と
な
っ
た
人
で
す
。
幼
く
し

て
養
父
母
を
失
い
、
揖
屋
村
大
工
岡
村
賢

市
の
弟
子
と
な
り
こ
の
道
に
進
む
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
研
鑽
を
積
み
、
各

地
の
名
の
あ
る
木
工
技
術
者
に
出
入
り
し

技
術
を
磨
き
住
宅
・
神
社
仏
閣
・
茶
室
の

建
築
技
術
を
極
め
数
多
く
の
建
築
物
を
残

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
工
芸
も
欄
間
・
扁

額
・
机
・
箱
物
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
工
芸

家
と
し
て
も
す
ぐ
れ
た
作
品
を
残
さ
れ
ま

し
た
。 

主
な
建
物
な
ど 

・
木
幡
家
飛
雲
閣
（
国
指
定
文
化
財
） 

 
 
 

明
治
三
五
年
（190

2

）
三
十
一
才 

・
出
雲
大
社
教
本
院
祖
霊
社
拝
殿 

 
 
 

大
正
十
三
年
（1

9
2
4

）
五
十
三
才 

・
保
性
館 

幽
泉
亭
（
国
登
録
有
形
文
化
財
） 

 
 
 

昭
和
六
年
（1

9
3
1

）
六
十
才 

・
揖
夜
神
社 

本
殿
・
拝
殿 

 
 
 

昭
和
九
年
（1

9
3
4

）
六
十
三
才 

・
揖
夜
神
社
拝
殿
の
扁
額
（
真
心
） 

 
 
 

昭
和
十
年
五
月
寄
贈 

徳
次
郎
氏
は
、
は
じ
め
「
松
雲
」
と
号
し

の
ち
昭
和
二
十
一
年
頃

「
天
心
」
と
改
め
昭
和

三
十
年
（1

9
5
5

）
十
二
月

没
。
八
四
才 

（
記
事
及
び
写
真
は
川
島

徳
次
郎
展
よ
り
） 

   
 

   
 

    

総
代
会
の
開
催 

 

令
和
六
年
四
月
二
十
一
日
午
後
二
時

よ
り
ヨ
リ
ア
イ
ー
ナ
東
出
雲
に
て
令
和

六
年
度
揖
夜
神
社
総
代
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
令
和
五
年
度
の
事
業
報
告
と
決

算
報
告
並
び
に
令
和
六
年
度
の
事
業
計

画
と
決
算
案
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

工
事
部
よ
り
遷
宮

工
事
の
進
捗
状
況

の
報
告
が
あ
り
、

最
後
に
総
代
各
位

に
新
し
い
任
期
の

委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。 

 

 

輪
越
祭
は
、
夏
越

な

ご

し

の
大
祓

お
お
は
ら
え

と
も
言
い
、

人
形

ひ
と
が
た

を
用
い
て
身
に
つ
い
た
半
年
間
の

罪
穢
れ
を
祓
い
清
め
、
こ
れ
か
ら
の
半
年

間
の
無
病
息
災
を
祈
る
神
事
で
す
。
ま
た
、

十
二
月
の
大
祓
は
年
越
し
の
祓
と
も
呼

ば
れ
、
新
た
な
年
を
迎
え
る
た
め
に
心
身

を
清
め
る
払
い
で
す
。
六
月
三
十
日
参
拝

者
は
、
境
内
に
作
ら
れ
た
茅
の
輪
を
左
か

ら
八
の
字
に
三
回
く
ぐ
り
、
持
参
し
た
人

形
を
奉
納
し
ま
し
た
。 

 

川
島
徳
次
郎
特
集 

本
圖
（
図
）
は
心
如
明

鏡
の
意
を
取
り
て
作

れ
る
も
の
に
て
心
の

篆
字

て

ん

じ

以
て
千
鳥
に
象

か
た
ど

り
浪
即
ち
水
を
も
っ
て

鏡
に
擬
し
明
は
日
月

を
以
て
之
を
表
せ
り 

（
左
側
落
款
の
上
に

刻
ま
れ
て
い
ま
す
） 

輪
越
祭 

（
六
月
三
十
日
） 

令
和
七
年
五
月
の
正
遷
座
祭
に
向
け
、
葺
き

替
え
に
よ
り
新
し
く
な
っ
た
御
本
殿
の
屋
根

や
千
木
・
鰹
木
・
鬼
板
の
見
学
会
を
左
記
の
通

り
行
い
ま
す
。 

御
本
殿
の
屋
根
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
出

来
る
機
会
は
、
今
回
し
か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

お
出
掛
け
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上

げ
ま
す
。
な
お
、
狭
く
急
な
工
事
用
の
足
場
を

約
七
メ
ー
ト
ル
登
降
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
承
知
お
き
下
さ
い
。 

 実
施
日 

十
月
二
十
七
日
（
日
） 

時 

間 

①
十
時
～
十
一
時 

 

 
 
 
  

②
十
三
時
三
十
分
～
十
四
時
三
十
分 

方 

法 

十
名
ず
つ
、
十
分
間
隔
で
交
替 

服
装
等 

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
で
滑
ら
な
い
靴
を

着
用
下
さ
い
。 

※
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
当
方
で
用
意
い
た
し
ま
す
。 

※
写
真
撮
影
は
お
断
り
し
ま
す
。 

※
登
降
困
難
な
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

申
込
方
法 

 

穂
掛
祭
（
八
月
二
十
八
日
）
、
例
祭
（
十
月
十

九
日
）
の
時
に
社
務
所
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

（
な
お
、
人
数
に
よ
っ
て
は
見
学
出
来
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。） 


